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古
今
伝
授
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
（
以
下
、「
当
園
」）
は
、

古
今
和
歌
集
の
解
釈
等
を
秘
伝
す
る

「
古
今
伝
授
」
の
由
来
か
ら
、
和
歌

や
短
歌
に
関
す
る
催
し
を
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。

　
近
年
、
こ
れ
ら
の
催
し
に
、
全
国

か
ら
若
手
歌
人
が
参
加
さ
れ
た
り
、

大
手
短
歌
総
合
誌
で
特
集
が
組
ま
れ

た
り
す
る
な
ど
、
当
園
は
全
国
の
短

歌
界
で
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。
　
今
回
新
た
に
開
館
す
る
「
短
歌
の

里
交
流
館
よ
ぶ
こ
ど
り
」
は
、
短
歌

を
は
じ
め
と
す
る
文
化
活
動
を
さ
ら

に
進
め
る
た
め
の
も
の
で
す
。
従
来

の
環
境
で
は
足
り
な
か
っ
た
機
能
を

追
加
し
、
施
設
の
建
て
替
え
を
す
る

こ
と
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
文

化
活
動
の
場
の
提
供
の
他
、
市
外
か

ら
も
よ
り
多
く
の
人
に
お
越
し
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　「
短
歌
の
里
交
流
館
よ
ぶ
こ
ど
り
」

は
、
地
域
の
文
化
振
興
を
図
り
、「
観

光
立
市
郡
上
」
の
推
進
に
も
つ
な
げ

　「
短
歌
の
里
交
流
館
よ
ぶ
こ
ど
り
」

に
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
機
能
が
あ

り
ま
す
。

①
大
和
庁
舎
か
ら
移
設
す
る
「
島
津

忠
夫
文
庫
」
の
蔵
書
な
ど
の
閲
覧
。

②
最
大
２
０
０
人
収
容
で
き
る
研
修

室
で
の
講
演
会
や
演
奏
会
、
グ
ル
ー

プ
展
な
ど
の
開
催
。（
貸
し
切
り
で
の

利
用
は
要
予
約
・
有
料
）

③
研
修
室
で
は
、
平
時
は
図
書
の
閲

覧
や
、
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
ん
だ
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
学
習
室
で
は
、
図
書
を
閲
覧
し
な

が
ら
研
究
し
た
り
、
勉
強
道
具
を
持

参
し
て
勉
強
し
た
り
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

⑤
地
域
の
特
産
品
の
紹
介
、
販
売
。

⑥
公
衆
ト
イ
レ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

授
乳
室
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
新
た
に
設
置
。

怯
開
館
時
間
な
ど

　
開
館
時
間
：
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で

　
定
休
日
＝
火
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
翌
平
日
）

　
入
館
料
＝
無
料（
喫
茶
代
等
は
別
）

怯
利
用
開
始
日

　
公
衆
ト
イ
レ
の
利
用
や
一
部
書
籍

の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
８
月
３
日

（
土
）
の
竣
工
日
以
降
可
能
と
な
り

ま
す
が
、
設
備
搬
入
を
順
次
行
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
機

能
も
あ
り
ま
す
。
本
格
稼
働
は
、
９

月
　
日
（
日
）
以
降
と
な
り
ま
す
。

１５
　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

怯
問
い
合
わ
せ
先

古
今
伝
授
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
（
緯
　
・
３
２
４
４
）

８８

▽
古
今
伝
授
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
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w
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～
８
月
３
日
　
地
域
の
文
化
振
興
の
拠
点
と
し
て
古
今
伝
授
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
内
に
～

施
設
の
機
能

施
設
の
目
的

る
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
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短歌の里交流館よぶこどり短歌の里交流館よぶこどり

　　　　　　　開館記念事業　　　　　　　開館記念事業

短歌の里交流館よぶこどり

　　　　　　　開館記念事業

　いずれも「短歌の里交流館よぶこどり」内

で開催します。入場無料で事前の申し込みは

不要ですので、気軽に参加ください。

9月 15日　グランドオープン

①郡上高校書道部のパフォーマンス・竣

工記念講座・開館記念パネル展

　郡上高等学校書道部のみなさんによるパフ
ォーマンスに続き、 鶴  崎  裕  雄 氏（帝塚山学院

つる ざき ひろ お

大学名誉教授）による記念講座を開催します。
　また、島津忠夫氏の来歴や島津忠夫文庫を
紹介するパネル展示を行います。
　日時：８月３日（土）午前１１時から

②開館記念講演

　「 島  津  忠  夫 の遺したもの－国文学と現代短
しま づ ただ お

歌とを往還した巨人－」
　国文学者・島津忠夫氏は、昭和６３年に初め
て訪れて以降、当地に骨を埋めるほど、郡上
を愛されました。同氏は、国文学界の権威で
あったと同時に、現代短歌にも精通した、稀
な才能を持った人物でした。
　当日は、島津忠夫氏の業績を検証するとと
もに、「短歌の里交流館よぶこどり」の可能
性を考えます。
　講師： 小  塩  卓  哉 氏、 松  平  盟  子 氏、

お しお たく や まつ だいら めい こ

　　　　 大  西  美  千  代 氏、 竹  島  一  希 氏
おお にし み ち よ たけ しま かず き

　日時：９月１５日（日）午後１時３０分から

③大和町文化協会展

　大和町文化協会会員の作品展を開催しま
す。
会期＝9月下旬から10月中旬

④第２５回古今伝授の里短歌大会

　歌壇の第一人者で郡上ファンでもある歌
人・ 佐  佐  木  幸  綱 氏らを選者に迎えた短歌大会

さ さ き ゆき つな

を開催します。
　日時：１１月４日（月）午後１時から
　現在、投稿作品を募集しています。自由題・
一般の部、ペア短歌の部、題詠「時」の部で
募集し、投稿用紙１枚あたり１０００円の投稿料
が必要です。（市内小中学生によるジュニアの
部は投稿料不要）締切は、８月２３日（金）で
す。募集要項が必要な人は、古今伝授の里フ
ィールドミュージアムまでご連絡ください。

施設の配置図

島津忠夫文庫
（蔵書約 冊）

研修室
（講演会・展示会等に利用可）

喫茶提供

学習室

閲覧室

売店
（地域特産品等を

紹介、販売）

エントランス

倉庫

授乳室

公衆トイレ

厨房

器具庫 等

テラス

◀正面玄関

▲

レ
ス
ト
ラ
ン
も
も
ち
ど
り

▲

東
氏
記
念
館

◀
明
建
神
社

第２回「市政見学会」を開催します

　９月１５日（日）の本格稼働を前に「短歌の里交流館よぶこ
どり」の市政見学会を実施します。オープン前に見学できる
貴重な機会となります。ぜひ、ご参加ください。

【日程】８月２８日（水）
【定員】  ３０名（先着順）
【費用】無料
【内容】午前１０時２０分  現地集合・受付
　　　　午前１０時３０分　
　　　　　①短歌の里交流館よぶこどり　見学　３０分程度
　　　　　②和歌文学館・篠脇山荘　　　見学　５０分程度
　　　　　　篠脇山荘では、お茶とお菓子をいただきながら、

古今伝授等について職員が説明いたします。
  　　篠脇山の風景とともにお楽しみください。
　　　　正午　解散
　　　　昼食の時間帯となります。施設内のフランス料理店

「ももちどり」でのランチ（３１００円～）はいかがで
すか！（ご希望の人には、席を予約します）

【申込】８月２１日（水）までに、電話・ＦＡＸまたは、メー
ルにて、秘書広報課へ申込みください（住所、氏名、
連絡先を確認させていただきます）。

【その他】 秋期に「旧越前屋」の見学会を行う予定です。
　　　　また、ご希望に応じ、施設等の見学会を随時受け付

けています。
【問い合わせ先】市長公室　秘書広報課　℡６７-１１２１　
　　　　　　　FAX ６７-１７１１   死 kouhou@city.gujo.gifu.jp
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ご
 
と
う
 
そ
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き
ち

岐
阜
県
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ク
ラ
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顧
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・

元
岐
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長

「「
短
歌
の
里
交
流
館
よ

短
歌
の
里
交
流
館
よ
ぶぶ

こ
ど
り

こ
ど
り
」」に
期
待
す
る

に
期
待
す
る
ここ
とと

　
私
の
知
る
限
り
、「
短
歌
」
と
名

の
つ
く
公
の
会
館
は
、
日
本
で
も

珍
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
施
設
が
、
こ
こ
郡
上
市
に
誕
生

し
、
よ
ろ
こ
ば
し
い
限
り
で
す
。

　
全
国
に
向
け
て
は
、
「
古
今
伝

授
」
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
、
短
歌

の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

郡
上
市
民
に
と
っ
て
は
、
「
交
流
」

の
場
と
し
て
多
様
な
機
能
を
発
揮

さ
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
集
約
し

て
、
末
永
く
市
民
に
愛
用
さ
れ
る

施
設
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


